
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

ことを特徴とするテレビジョン信号受信チュ－ナ。
【請求項２】
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テレビジョン信号及びＦＭ放送信号が入力される入力端子と前記テレビジョン信号及びＦ
Ｍ放送信号に同調する入力同調回路との間にトラップ周波数切換型の第一のトラップ手段
と第二のトラップ手段とを直列に接続し、前記テレビジョン信号を受信するときには、前
記第一のトラップ手段のトラップ周波数を周波数の高い第一のトラップ周波数に切り換え
るとともに、前記第二のトラップ手段のトラップ周波数を周波数の高い第三のトラップ周
波数に切り換えてテレビジョンの中間周波数帯とＦＭ放送帯とを減衰し、前記ＦＭ放送信
号を受信するときには、前記第一のトラップ手段のトラップ周波数を周波数の低い第二の
トラップ周波数に切り換えるとともに、前記第二のトラップ手段のトラップ周波数を周波
数の低い第四のトラップ周波数に切り換えてテレビジョンの中間周波数帯とＦＭの中間周
波数帯とを減衰した

前記第一のトラップ手段は第一のインダクタと、前記第一のインダクタとともに並列共振
回路を構成する第一の容量手段と、前記第一の容量手段の容量値を大小に切り替える第一
のスイッチダイオ－ドとを有し、前記テレビジョン信号を受信するときには前記第一のス
イッチダイオードを非導通状態にして前記第一の容量手段の容量値を小さな第一の容量値
にするとともに前記第一のトラップ手段のトラップ周波数を前記第一のトラップ周波数に
切り換え、前記ＦＭ放送信号を受信するときには前記第一のスイッチダイオ－ドを導通状
態にして前記第一の容量手段の容量値を大きな第二の容量値にするとともに前記第一のト



ことを特徴とする請求項１記
載のテレビジョン信号受信チュ－ナ。
【請求項３】

ことを特徴とする請求項２記載のテレビジョン信号受
信チュ－ナ。
【請求項４】

のテレビジョン信号受信チュ－ナ。
【請求項５】

のテレビジョン信号受信チュ－ナ。
【請求項６】

のテレビジョン信号受信チュ－ナ。
【請求項７】
前記第一のトラップ手段の

のテレビジョン信号受
信チュ－ナ。
【請求項８】

のテレビジョン信号受信チュ－ナ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、テレビジョン信号受信チュ－ナに関し、詳しくは、車載用として使用され、Ｆ
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ラップ手段のトラップ周波数を前記第二のトラップ周波数に切り換え、一方、前記第二の
トラップ手段は第二のインダクタと、前記第二のインダクタとともに並列共振回路を構成
する第二の容量手段と、前記第二の容量手段の容量値を大小に切り替える第二のスイッチ
ダイオードとを有し、前記テレビジョン信号を受信するときには前記第二のスイッチダイ
オードを非導通状態にして前記第二の容量手段の容量値を小さな第三の容量値にするとと
もに前記第二のトラップ手段のトラップ周波数を前記第三のトラップ周波数に切り換え、
前記ＦＭ放送信号を受信するときには前記第二のスイッチダイオードを導通状態にして前
記第二の容量手段の容量値を大きな第四の容量値にするとともに前記第二のトラップ手段
のトラップ周波数を前記第四のトラップ周波数に切り替えた

前記第一のトラップ手段の前記第一の容量手段は第一のコンデンサと第二のコンデンサと
を有し、前記第一のコンデンサを前記第一のインダクタに並列接続し、前記第二のコンデ
ンサと前記第一のスイッチダイオ－ドとを、直列接続するとともに前記第一のインダクタ
に並列接続し、一方、前記第二のトラップ手段の前記第二の容量手段は第三のコンデンサ
と第四のコンデンサとを有し、前記第三のコンデンサと前記第四のコンデンサとを直列接
続するとともに前記第二のインダクタに並列接続し、前記第二のスイッチダイオ－ドを前
記第四のコンデンサに並列接続した

前記第一のトラップ手段はさらにシャントインダクタを有し、前記シャントインダクタを
前記第一のインダクタの一端とグラントとの間に接続し、前記第一のトラップ手段と前記
シャントインダクタとによって誘導Ｍ型ハイパスフィルタを構成したことを特徴とする請
求項２または３記載

前記誘導Ｍ型ハイパスフィルタは、第一のスイッチダイオ－ドが非導通状態に切り換えら
れたときは前記第一のインダクタと前記第一のコンデンサと前記シャントインダクタとに
よって第一の誘導Ｍ型ハイパスフィルタを構成し、前記第一のスイッチダイオ－ドが導通
状態に切り換えられたときは前記第一のインダクタと前記第一のコンデンサと前記第二の
コンデンサと前記シャントインダクタとによって第二の誘導Ｍ型ハイパスフィルタを構成
することを特徴とする請求項４記載

前記減衰手段はさらに定ｋ型ハイパスフィルタを有し、前記第一のトラップ手段と前記第
二のトラップ手段との間に前記定Ｋ型のハイパスフィルタを設けたことを特徴とする請求
項１から５までのいずれかに記載

前記第一のトラップ周波数を６０ＭＨｚ～７５ＭＨｚに設定し
、前記第一のトラップ手段の前記第二のトラップ周波数を４０ＭＨｚ～５０ＭＨｚに設定
し、前記第二のトラップ手段の前記第三のトラップ周波数を７０ＭＨｚ～７５ＭＨｚに設
定し、前記第二のトラップ手段の前記第四のトラップ周波数を１５ＭＨｚから３５ＭＨｚ
に設定したことを特徴とする請求項１から６までのいずれかに記載

前記第二のスイッチダイオ－ドが非導通状態に切り換えられたときは、前記第二のスイッ
チダイオ－ドに逆バイアス電圧を印加したことを特徴とする請求項２から７までのいずれ
かに記載



Ｍ放送信号も受信できるようにしたテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来のテレビジョン信号受信チュ－ナを図５および図６に従って説明する。図５は従来の
テレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部を示し、図６は図５に示す入力回路部の一部
の選択度特性を示す。先ず、図５において、入力端子５１とＶＨＦ高周波増幅回路５２と
の間には、誘導Ｍ型ハイパスフィルタ５３、定Ｋ型ハイパスフィルタ５４、ＦＭトラップ
回路５５、ＶＨＦ入力同調回路５６が順次直列に接続されて入力回路部が構成されている
。
【０００３】
誘導Ｍ型ハイパスフィルタ５３は、互いに並列接続された第一のインダクタ５７および第
一のコンデンサ５８と、シャントインダクタ５９とから構成され、第一のインダクタ５７
、第一のコンデンサ５８の一端が入力端子５１に接続され、それらの他端がシャントイン
ダクタ５９で接地されている。そして、この誘導Ｍ型ハイパスフィルタ５３のカットオフ
周波数はほぼ９０ＭＨｚに、また、第一のインダクタ５７と第一のコンデンサ５８とによ
る並列共振周波数である減衰極周波数はほぼ６０ＭＨｚに設定されている。
また、定Ｋ型ハイパスフィルタ５４は、シャントインダクタ５９と直列コンデンサ６０と
から構成され、そのカットオフ周波数もほぼ９０ＭＨｚに設定されている。
【０００４】
ＦＭトラップ回路５５は、互いに並列接続された第二のインダクタ６１と第二のコンデン
サ６２とで構成され、第二のインダクタ６１と第二のコンデンサ６２とによる並列共振周
波数であるトラップ周波数はほぼ７３ＭＨｚに設定されている。
そして、誘導Ｍ型ハイパスフィルタ５３、定Ｋ型ハイパスフィルタ５４、ＦＭトラップ回
路５５とによって、図６に示すように、ほぼ９０ＭＨｚ以上の周波数帯を通過するととも
に９０ＭＨｚ以下の周波数で急峻に減衰させ、特にＦＭ放送信号の周波数帯（７６ＭＨｚ
～９０ＭＨｚ）における減衰量とテレビジョンの中間周波数帯（５５ＭＨｚ付近）におけ
る減衰量とが大きくなるような選択度特性を得ている。
【０００５】
また、ＶＨＦ入力同調回路５６は、四個の同調インダクタ６３、６４、６５、６６とバラ
クタダイオ－ド６７とで構成され、バラクタダイオ－ド６７の容量値を変えることによっ
てその同調周波数が変えられるようになっている。このＶＨＦ入力同調回路５６において
は、同調インダクタ６３、６４、６５、バラクタダイオ－ド６７がπ型に接続されており
、同調インダクタ６３の一端が直流阻止コンデンサ６８で接地され、また、バラクタダイ
オ－ド６７の一端（アノ－ド）が接地されている。そして同調インダクタ６３と同調イン
ダクタ６４との接続点が、結合インダクタ６９を介してＦＭトラップ回路５５に接続され
、同調インダクタ６５とバラクタダイオ－ド６７の他端（カソ－ド）が結合コンデンサ７
０を介してＶＨＦ高周波増幅回路５２に接続されている。また、同調インダクタ６３には
、各両端にそれぞれ接続されたスイッチダイオ－ド７１、７２を介して同等インダクタ６
６が並列接続されるようになっている。
【０００６】
さらに、スイッチダイオ－ド７１、７２のそれぞれのアノ－ドが抵抗７３を介してハイバ
ンド切り替え端子７４に接続されるとともに、それぞれのカソ－ドが抵抗７５を介してロ
－バンド切り替え端子７６に接続され、また、バラクタダイオ－ド６７の他端（カソ－ド
）が、同調インダクタ６５、抵抗７７を介して同調電圧端子７８に接続されている。
【０００７】
そして、ハイバンドのテレビジョン信号を受信するときは、ハイバンド切り替え端子７４
にハイバンド切り替え電圧を印加（この時はロ－バンド切り替え端子７６にはロ－バンド
切り替え電圧を印加せず）してスイッチダイオ－ド７１、７２を導通して同調インダクタ
６３と同調インダクタ６６とを高周波的に並列に接続し、ＶＨＦ入力同調回路５６の同調
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周波数を高くする。また、ロ－バンドのテレビジョン信号を受信するときは、ロ－バンド
切り替え端子７６にロ－バンド切り替え電圧を印加（この時はハイバンド切り換え端子７
４にはハイバンド切り替え電圧を印加せず）してスイッチダイオ－ド７１、７２を非導通
として同調インダクタ６３から同調インダクタ６６を高周波的に切り離して、ＶＨＦ入力
同調回路５６の同調周波数を低くする。そして、同調電圧端子７８からの同調電圧によっ
てバラクタダイオ－ド６７の容量値が変えられ、９０ＭＨ以上の周波数に割り当てられた
ロ－バンドおよびハイバンドの各チャンネルのテレビジョン信号周波数に同調可能なよう
になっている。
【０００８】
また、図示はしないが、ＶＨＦ高周波増幅器５２の後段には混合回路、局部発振回路、等
が接続されている。そして、ＶＨＦ高周波増幅回路５２から出力されるテレビジョン信号
が混合回路で中間周波数に周波数変換される。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来のテレビジョン信号受信チュ－ナは、車載用として用いられる場合は、例
えばカ－ナビゲ－ションシステムに組み込まれるが、ＦＭ放送を受信することができなか
った。従って、ＦＭ放送を受信するには別途ＦＭ受信機またはＦＭチュ－ナ等を組み込ま
なければならず、そのために、カ－ナビゲ－ションシステムが複雑になり小型化と低価格
化が図れなかった。
そこで、本発明の目的は、テレビジョン受信チュ－ナの受信帯域をＦＭ放送帯域まで拡大
し、さらに、テレビジョン信号あるいはＦＭ放送信号が他の妨害信号の影響を受けること
無く受信できるようにし、これによってカ－ナビゲ－ションシステムの小型化と低価格化
を図るものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するため、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、

【００１２】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記第一のトラップ手段は少なくとも
第一のインダクタと、前記第一のインダクタとともに並列共振回路を構成する第一の容量
手段と、第一のスイッチダイオ－ドとを有し、前記第一のスイッチダイオ－ドは、前記テ
レビジョン信号を受信するときには非導通状態に切り換えられ、前記ＦＭ放送信号を受信
するときには導通状態に切り換えられるようにし、前記第一のスイッチダイオ－ドが非導
通状態に切り換えられたときは、前記第一のスイッチダイオ－ドによって前記第一の容量
手段の容量値を小さな第一の容量値にするとともに前記第一のトラップ手段のトラップ周
波数を前記第一のトラップ周波数に切り換え、前記第一のスイッチダイオ－ドが導通状態
に切り換えられたときは、前記第一のスイッチダイオ－ドによって前記第一の容量手段の
容量値を前記第一の容量値よりも大きな第二の容量値にするとともに前記第一のトラップ
手段のトラップ周波数を前記第二のトラップ周波数に切り換えるようにし、一方、前記第
二のトラップ手段は第二のインダクタと、前記第二のインダクタとともに並列共振回路を
構成する第二の容量手段と、第二のスイッチダイオ－ドとを有し、前記第二のスイッチダ
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テレビジョン信
号及びＦＭ放送信号が入力される入力端子と前記テレビジョン信号及びＦＭ放送信号に同
調する入力同調回路との間にトラップ周波数切換型の第一のトラップ手段と第二のトラッ
プ手段とを直列に接続し、前記テレビジョン信号を受信するときには、前記第一のトラッ
プ手段のトラップ周波数を周波数の高い第一のトラップ周波数に切り換えるとともに、前
記第二のトラップ手段のトラップ周波数を周波数の高い第三のトラップ周波数に切り換え
てテレビジョンの中間周波数帯とＦＭ放送帯とを減衰し、前記ＦＭ放送信号を受信すると
きには、前記第一のトラップ手段のトラップ周波数を周波数の低い第二のトラップ周波数
に切り換えるとともに、前記第二のトラップ手段のトラップ周波数を周波数の低い第四の
トラップ周波数に切り換えてテレビジョンの中間周波数帯とＦＭの中間周波数帯とを減衰
した。



イオ－ドは、前記テレビジョン信号を受信するときは非導通状態に切り換えられ、前記Ｆ
Ｍ放送信号を受信するときは導通状態に切り換えられるようにし、前記第二のスイッチダ
イオ－ドが非導通状態に切り換えられたときは、前記第二のスイッチダイオ－ドによって
前記第二の容量手段の容量値を小さな第三の容量値にするとともに前記第二のトラップ手
段のトラップ周波数を前記第三のトラップ周波数に切り換え、前記第二のスイッチダイオ
－ドが導通状態に切り換えられたときは、前記第二のスイッチダイオ－ドによって前記第
二の容量手段の容量値を前記第三の容量値よりも大きな第四の容量値にするとともに前記
第二のトラップ手段のトラップ周波数を前記第四のトラップ周波数に切り換えるようにし
た。
【００１３】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記第一のトラップ手段の前記第一の
容量手段は第一のコンデンサと第二のコンデンサとを有し、前記第一のコンデンサを前記
第一のインダクタに並列接続し、前記第二のコンデンサと前記第一のスイッチダイオ－ド
とを、直列接続するとともに前記第一のインダクタに並列接続し、一方、前記第二のトラ
ップ手段の前記第二の容量手段は第三のコンデンサと第四のコンデンサとを有し、前記第
三のコンデンサと前記第四のコンデンサとを直列接続するとともに前記第二のインダクタ
に並列接続し、前記第二のスイッチダイオ－ドを前記第四のコンデンサに並列接続した。
【００１４】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記第一のトラップ手段はさらにシャ
ントインダクタを有し、前記シャントインダクタを前記第一のインダクタの一端とグラン
トとの間に接続し、前記第一のトラップ手段と前記シャントインダクタとによって誘導Ｍ
型ハイパスフィルタを構成した。
【００１５】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記誘導Ｍ型ハイパスフィルタは、第
一のスイッチダイオ－ドが非導通状態に切り換えられたときは前記第一のインダクタと前
記第一のコンデンサと前記シャントインダクタとによって第一の誘導Ｍ型ハイパスフィル
タを構成し、前記第一のスイッチダイオ－ドが導通状態に切り換えられたときは前記第一
のインダクタと前記第一のコンデンサと前記第二のコンデンサと前記シャントインダクタ
とによって第二の誘導Ｍ型ハイパスフィルタを構成するようにした。
【００１６】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記減衰手段はさらに定ｋ型ハイパス
フィルタを有し、前記第一のトラップ手段と前記第二のトラップ手段との間に前記定Ｋ型
のハイパスフィルタを設けた。
【００１７】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記第一のトラップ手段の前記第一の
トラップ周波数を６０ＭＨｚ～７５ＭＨｚに設定し、前記第一のトラップ手段の前記第二
のトラップ周波数を４０ＭＨｚ～５０ＭＨｚに設定し、前記第二のトラップ手段の前記第
三のトラップ周波数を７０ＭＨｚ～７５ＭＨｚに設定し、前記第二のトラップ手段の前記
第四のトラップ周波数を１５ＭＨｚから３５ＭＨｚに設定した。
【００１８】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、前記第二のスイッチダイオ－ドが非導
通状態に切り換えられたときは、前記第二のスイッチダイオ－ドに逆バイアス電圧を印加
した。
【００１９】
【発明の実施の形態】
本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナを図１乃至図４に従って説明する。図１は本発明
のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部を示し、図２は図１に示す入力回路部の一
部におけるテレビジョン信号の受信時での選択度特性を示し、図３は、図１に示す入力回
路部の一部におけるＦＭ放送の受信時での選択度特性を示す。先ず、図１において、入力
端子１とＶＨＦ高周波増幅回路２との間には、誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３、定Ｋ型ハイ
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パスフィルタ４、ＦＭトラップ回路５、ＶＨＦ入力同調回路６が順次直列に接続されてテ
レビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部が構成されている。ここで、誘導Ｍ型ハイパス
フィルタ３と定Ｋ型ハイパスフィルタ４とＦＭトラップ回路５とで、所定の周波数帯を減
衰する減衰手段７を構成している。
【００２０】
誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３は、第一のインダクタ８と、この第一のインダクタ８ととも
に並列共振回路９を構成する第一のコンデンサ１０と第二のコンデンサ１１とを含む第一
の容量手段１２と、第一のスイッチダイオ－ド１３と、シャントインダクタ１４とから構
成されている。そして、第一のコンデンサ１０は第一のインダクタ８に並列接続されてお
り、また、第二のコンデンサ１１は第一のスイッチダイオ－ド１３に直列接続されるとと
もに、この第二のコンデンサ１１と第一のスイッチダイオ－ド１３とが第一のインダクタ
８に並列接続されている。上記の構成のなかで、並列共振回路９と第一のスイッチダイオ
－ド１３とによって第一のトラップ手段１５が構成される。
【００２１】
そして、第一のスイッチダイオ－ド１３の一端（カソ－ド）が、互いに並列接続された第
一のインダクタ８と第一のコンデンサ１０とのそれぞれの一端側に接続され、この接続点
とグラントとの間にシャントインダクタ１４が接続されている。また、並列接続された第
一のインダクタ８と第一のコンデンサ１０とのそれぞれの他端側が入力端子１に接続され
ている。さらに、第二のコンデンサ１１と第一のスイッチダイオ－ド１３との接続点が抵
抗１６を介してＦＭ切り替え端子１７に接続されている。そして、この誘導Ｍ型ハイパス
フィルタ３においては、第二のコンデンサ１１の容量値（およそ２００ｐＦ）は第一のコ
ンデンサ１０の容量値（およそ９０ｐＦ）のほぼ２倍以上に設定されている。
【００２２】
そして、この誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３は、第一のスイッチダイオ－ド１３が非導通の
ときは、第二のコンデンサ１１が第一のコンデンサ１０から高周波的に切り離されて、第
一のインダクタ８と第一のコンデンサ１０とによる並列共振周波数である第一のトラップ
周波数がほぼ６０ＭＨｚになるとともに、そのカットオフ周波数がほぼ９０ＭＨｚになる
第一の誘導Ｍ型ハイパスフィルタとなり、また、第一のスイッチダイオ－ド１３が導通し
たときは、第一のコンデンサ１０に第二のコンデンサ１１が高周波的に並列接続されて第
一のインダクタ８と第一のコンデンサ１０および第二のコンデンサ１１とによる並列共振
周波数である第二のトラップ周波数がほぼ４０ＭＨｚまで低くなるとともに、そのカット
オフ周波数がほぼ７０ＭＨｚまで低くなる第二の誘導Ｍ型ハイパスフィルタとなる。
【００２３】
また、定Ｋ型ハイパスフィルタ４は、シャントインダクタ１４と直列コンデンサ１８とか
ら構成され、そのカットオフ周波数はほぼ７０ＭＨｚに設定されている。このことから、
シャントインダクタ１４は誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３と定Ｋ型ハイパスフィルタ４とに
共用されていることになる。
【００２４】
さらに、ＦＭトラップ回路５は、第二のインダクタ１９と、この第二のインダクタ１９と
ともに並列共振回路２０を構成する第三のコンデンサ２１と第四のコンデンサ２２とを含
む第二の容量手段２３と、第二のスイッチダイオ－ド２４から構成されている。そして、
第三のコンデンサ２１と第四のコンデンサ２２とが直列接続されるとともに第二のインダ
クタ１９に並列接続され、第二のスイッチダイオ－ド２４が第四のコンデンサ２２に並列
接続されている。第二のインダクタ１５と第三のコンデンサ２１の各一端は定Ｋ型ハイパ
スフィルタ４を構成する直列コンデンサ１８に接続されている。また、第三のコンデンサ
２１と第四のコンデンサ２２と第二のスイッチダイオ－ド２４のアノ－ドとの接続点は抵
抗２５を介してＦＭ切り替え端子１７に接続されている。そして、このＦＭトラップ回路
５は第二のトラップ手段となる。
【００２５】
ここで、第三のコンデンサ２１の容量値（およそ１０００ｐＦ）は、第四のコンデンサ２

10

20

30

40

50

(6) JP 3614614 B2 2005.1.26



２の容量値（およそ８０ｐＦ）に対して充分大きく設定されている。そして、第二のスイ
ッチダイオ－ド２４が非導通のときは、第二のインダクタ１９と第四のコンデンサ２２と
にる並列共振周波数である第三のトラップ周波数がほぼ７３ＭＨｚになり（第三のコンデ
ンサ２１の容量値は充分大きいので無視する）、また、第二のスイッチダイオ－ド２４が
導通したときは、第二のインダクタ１９と第三のコンデンサ２１とによる並列共振周波数
である第四のトラップ周波数がほぼ２０ＭＨになるように設定されている。
【００２６】
また、ＶＨＦ入力同調回路６は、四個の同調インダクタ２６、２７、２８、２９とバラク
タダイオ－ド３０とで構成され、バラクタダイオ－ド３０の容量値を変えることによって
その同調周波数が変えられるようになっている。このＶＨＦ入力同調回路６においては、
同調インダクタ２６、２７、２８、バラクタダイオ－ド３０がπ型に接続されており、同
調インダクタ２６の一端が直流阻止コンデンサ３１で接地され、また、バラクタダイオ－
ド３０の一端（アノ－ド）がグランドに接地されている。そして同調インダクタ２６と同
調インダクタ２７との接続点が、結合インダクタ３２を介してＦＭトラップ回路５を構成
している第二のインダクタ１９の他端と第四のコンデンサ２２の一端と第二のスイッチダ
イオ－ド２４の一端（カソ－ド）との接続点に接続されている。
【００２７】
また、同調インダクタ２８とバラクタダイオ－ド３０の他端（カソ－ド）との接続点が結
合コンデンサ３３を介してＶＨＦ高周波増幅回路２に接続されている。さらに、同調イン
ダクタ２６には、各両端にそれぞれ接続された第三のスイッチダイオ－ド３４、第四のス
イッチダイオ－ド３５を介して同調インダクタ２９が並列接続されるようになっている。
これによって、ＦＭトラップ回路５に設けられた第二のスイッチダイオ－ド２４のカソ－
ドと、ＶＨＦ入力同調回路６に設けられた第三のスイッチダイオ－ド３４のカソ－ドおよ
び第四のスイッチダイオ－ド３５のカソ－ドとが結合インダクタ３２を介して接続される
ことになる。
【００２８】
さらに、第三のスイッチダイオ－ド３４のアノ－ドと第四のスイッチダイオ－ド３５のア
ノ－ドが抵抗３６を介してハイバンド切り替え端子３７に接続されるとともに、それぞれ
のカソ－ドが抵抗３８を介してロ－バンド切り替え端子３９に接続され、また、バラクタ
ダイオ－ド３０の他端（カソ－ド）が、同調インダクタ２８、抵抗４０を介して同調電圧
端子４１に接続されている。
なお、同調インダクタ２６と直流阻止コンデンサ３１との接続点は抵抗４２を介して接地
されている。
【００２９】
また、図示はしないが、ＶＨＦ高周波増幅器２の後段には第一の混合回路、第一の局部発
振回路等が接続されている。そして、ＶＨＦ高周波増幅回路２から出力されるテレビジョ
ン信号が第一の混合回路で５０ＭＨｚ帯の中間周波数に周波数変換されてテレビジョンの
映像信号が得られる。なお、第一の混合回路の後段に図示しない第二の混合回路等を設け
て、この中間周波数を、さらに一般のＦＭ受信機で使用している１０．７ＭＨｚのＦＭの
中間周波数に変換すれば、ＦＭ受信機で使用されているＦＭ検波が可能となり、周知の技
術で簡単にＦＭ放送を聞くことができる。
【００３０】
そして、このテレビジョン信号受信チュ－ナでは、ハイバンドまたはロ－バンドのテレビ
ジョン信号を受信するときは、ＦＭ切り換え端子１７にはＦＭ切り換え電圧を印加せず、
ハイバンド切り替え端子３７またはロ－バンド切り替え端子３９にハイバンド切り換え電
圧またはロ－バンド切り換え電圧が印加される。これによって誘導Ｍ型ロ－パスフィルタ
３に設けられた第一のスイッチダイオ－ド１３とＦＭトラップ回路５に設けられた第二の
スイッチダイオ－ド２４とがともに非道通状態となる。
【００３１】
この結果、誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３、定Ｋ型ハイパスフィルタ４、ＦＭトラップ回路
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５とによって、図２に示すように、ほぼ９０ＭＨｚ以上の周波数帯を通過するとともに９
０ＭＨｚ以下の周波数で急峻に減衰させ、特にＦＭトラップ回路５の第三のトラップ周波
数（ほぼ７３ＭＨｚ）と誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３にける第一のトラップ手段１５の第
一のトラップ周波数（ほぼ６０ＭＨｚ）とによって、ＦＭ放送信号の周波数帯（７６ＭＨ
ｚ～９０ＭＨｚ）における減衰量とテレビジョンの中間周波数帯（５５ＭＨｚ付近）にお
ける減衰量とが大きくなるような選択度特性を得ている。　なお、この時、ＦＭトラップ
回路５に設けた第二のスイッチダイオ－ド２４のカソ－ドには、第三のスイッチダイオ－
ド３４または第四のスイッチダイオ－ド３５と結合インダクタ３２とを介して、ハイバン
ドまたはロ－バンドの切り換え電圧が印加されて逆バイアス状態になるのでＦＭトラップ
回路５の第三のトラップ周波数は安定したものとなる。
【００３２】
そして、テレビジョン信号のうち、ハイバンドのテレビジョン信号を受信するときは、ハ
イバンド切り替え端子３７にハイバンド切り替え電圧を印加（この時はロ－バンド切り替
え端子３９にはロ－バンド切り替え電圧を印加せず）して第三のスイッチダイオ－ド３４
と第四のスイッチダイオ－ド３５とをともに導通状態として同調インダクタ２６と同調イ
ンダクタ２９とを高周波的に並列に接続し、ＶＨＦ入力同調回路６の同調周波数を高くす
る。
【００３３】
また、ロ－バンドのテレビジョン信号を受信するときは、ロ－バンド切り替え端子３９に
ロ－バンド切り替え電圧を印加（この時はハイバンド切り替え端子３７にはハイバンド切
り替え電圧を印加せず）して第三のスイッチダイオ－ド３４と第四のスイッチダイオ－ド
３５とをともに非導通状態として同調インダクタ２６から同調インダクタ２９を高周波的
に切り離して、ＶＨＦ入力同調回路６の同調周波数を低くする。
【００３４】
そして、ハイバンドのテレビジョン信号、あるいはロ－バンドのテレビジョン信号を受信
するときに、同調電圧端子４１からの同調電圧によってバラクタダイオ－ド３０の容量値
が変えられ、９０ＭＨ以上の周波数に割り当てられたロ－バンドあるいはハイバンドの各
チャンネルのテレビジョン信号周波数に同調可能なようになっている。
【００３５】
一方、ＦＭ放送を受信するときは、ハイバンド切り換え端子３７にはハイバンド切り換え
電圧を印加せず、ロ－バンド切り換え端子３９とＦＭ切り換え端子１７とにそれぞれロ－
バンド切り換え電圧とＦＭ切り替え電圧を印加する。これによって誘導Ｍ型ハイパスフィ
ルタ３に設けられた第一のスイッチダイオ－ド１３はシャントインダクタ１４を介して電
流が流れて導通し、また、ＦＭトラップ回路５に設けられた第二のスイッチダイオ－ド２
４は結合インダクタ３２、ＶＨＦ入力同調回路６に設けられた同調インダクタ２６、抵抗
４２を介して電流が流れて導通する。この結果、誘導Ｍ型ハイパスフィルタ３、定Ｋ型ハ
イパスフィルタ４、ＦＭトラップ回路５とによる総合的な選択度特性は、図３に示すよう
に、第一のインダクタ８と第一のコンデンサ１０および第二のコンデンサ１１とによる第
二のトラップ周波数がほぼ４０ＭＨｚまで低くなるとともに、そのカットオフ周波数がほ
ぼ７０ＭＨｚまで低くなり、また、第二のスイッチダイオ－ド２４が導通することで第二
のインダクタ１９と第三のコンデンサ２１とによる第四のトラップ周波数がほぼ２０ＭＨ
になる。
【００３６】
そして、第二のトラップ周波数と第四のトラップ周波数とによってテレビジョンの中間周
波数帯とＦＭの中間周波数帯とが大きく減衰するのでこれらの周波数帯の妨害信号があっ
てもＦＭ放送信号の受信に妨害を受けることがない。
【００３７】
そして、この場合、ＦＭ切り換え端子１７に印加されたＦＭ切り換え電圧およびロ－バン
ド切り換え端子３９に印加されたロ－バンド切り換え電圧によって、ＶＨＦ入力同調回路
６に設けられた第三のスイッチダイオ－ド３４および第四のスイッチダイオ－ド３５が逆
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バイアスされて非導通状態となるので、ＶＨＦ入力同調回路６はロ－バンドのテレビジョ
ン信号を受信する場合と同じ構成になる。そこで、同等電圧端子４１に印加する同調電圧
をテレビジョン信号を受信するときに印加する同調電圧よりも低くして印加することによ
ってＦＭの放送周波帯まで受信が可能となる。
【００３８】
なお、第一のトラップ手段１５と第二のトラップ手段であるＦＭトラップ回路５としては
、図４に示すような構成を用いることも可能である。即ち、第一のトラップ手段１５は、
第一のインダクタ８と、互いに直列接続された第五のコンデンサ４５および第六のコンデ
ンサ４６を含む第一の容量手段４７と、第六のコンデンサ４６に並列接続された第二のス
イッチダイオ－ド１３とで構成してもよい。　この場合は、第一のスイッチダイオ－ド１
３が非導通状態のときは第五のコンデンサ４５と第六のコンデンサ４６とが直列となって
第一のインダクタ８に並列接続されるので並列共振周波数である第一のトラップ周波数が
高くなり、また、第一のスイッチダイオ－ド１３が導通状態のときは第一のインダクタ８
と第五のコンデンサ４５による並列共振周波数である第二のトラップ周波数は低くなる。
　なお、第五のコンデンサ４５と第六のコンデンサ４６の容量値は第一のトラップ周波数
及び第二のトラップ周波数に対して再設定する必要がある。
【００３９】
また、第二のトラップ手段であるＦＭトラップ回路５も、第二のインダクタ１９と、この
第二のインダクタ１９に並列接続された第七のコンデンサ４８と、互いに直列接続される
とともに第二のインダクタ１９に並列接続された第八のコンデンサ４９と第二のスイッチ
ダイオ－ド２４で構成し、第七のコンデンサ４８と第八のコンデンサ４９とで第二の容量
手段５０としてもよい。
この場合は、第二のスイッチダイオ－ド２４が非導通状態のときは第二のインダクタ１９
と第七のコンデンサ４８とによる並列共振周波数である第三のトラップ周波数が高くなり
、また、第二のスイッチダイオ－ド２４が導通状態のときは第八のコンデンサ４９が加わ
るのでの並列共振周波数である第四のトラップ周波数を低くできる。この場合も、第三の
トラップ周波数と第四のトラップ周波数に対して第七のコンデンサ４８と第八のコンデン
サ４９の容量値を再設定する必要がある。
【００４０】
【発明の効果】
以上のように、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、

。
【００４２】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、第一のトラップ手段は少なくとも第一
のインダクタと、第一のインダクタとともに並列共振回路を構成する第一の容量手段と、
第一のスイッチダイオ－ドとを有し、第一のスイッチダイオ－ドによって第一の容量手段
の容量値を切り換えるようにし、一方、第二のトラップ手段は第二のインダクタと、第二
のインダクタとともに並列共振回路を構成する第二の容量手段と、第二のスイッチダイオ
－ドとを有し、第二のスイッチダイオ－ドによって第二の容量手段の容量値を切り換える
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テレビジョン信号及びＦＭ放
送信号が入力される入力端子とテレビジョン信号及びＦＭ放送信号に同調する入力同調回
路との間にトラップ周波数切換型の第一のトラップ手段と第二のトラップ手段とを直列に
接続し、テレビジョン信号を受信するときには、第一のトラップ手段のトラップ周波数を
周波数の高い第一のトラップ周波数に切り換えるとともに、第二のトラップ手段のトラッ
プ周波数を周波数の高い第三のトラップ周波数に切り換えてテレビジョンの中間周波数帯
とＦＭ放送帯とを減衰し、ＦＭ放送信号を受信するときには、第一のトラップ手段のトラ
ップ周波数を周波数の低い第二のトラップ周波数に切り換えるとともに、第二のトラップ
手段のトラップ周波数を周波数の低い第四のトラップ周波数に切り換えてテレビジョンの
中間周波数帯とＦＭの中間周波数帯とを減衰したので、同じトラップ手段を使用してテレ
ビジョン信号の受信時とＦＭ放送信号の受信時のいずれでも妨害信号を効果的に減衰でき
、受信妨害を受けること無く受信できる。また、車載用としてカ－ナビゲ－ションシステ
ムに組み込む場合に小型化と低価格化を図れる



ようにしたので第一のトラップ手段の二つのトラップ周波数と第二のトラップ手段の二つ
のトラップ周波数とを同時に簡単に切り換えることができる。
【００４３】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、第一の容量手段は第一のコンデンサと
第二のコンデンサとを有し、第二のコンデンサを第一のスイッチダイオ－ドによって第一
のコンデンサに並列に接続するか接続しないでトラップ周波数を切り換えるようにし、ま
た、第二の容量手段は第三のコンデンサと第四のコンデンサとを有し、第二のスイッチダ
イオ－ドによって第四のコンデンサを第三のコンデンサに直列に接続するか接続しないか
でトラップ周波数を切り換えるようにしたので第一のトラップ手段と第二のトラップ手段
の回路を簡単に構成できる。
【００４４】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、第一のトラップ手段はさらにシャント
インダクタを有し、このシャントインダクタを第一のインダクタの一端とグラントとの間
に接続し、第一のトラップ手段とシャントインダクタとによって誘導Ｍ型ハイパスフィル
タを構成したので、トラップ周波数を減衰するのみならずカットオフ周波数に近傍までも
大きな減衰を得ることができる。
【００４５】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、誘導Ｍ型ハイパスフィルタは、第一の
スイッチダイオ－ドが非導通状態に切り換えられたときは第一の誘導Ｍ型ハイパスフィル
タを構成し、第一のスイッチダイオ－ドが導通状態に切り換えられたときは第二の誘導Ｍ
型ハイパスフィルタを構成するようにしたので、トラップ周波数の切り換えに対応してカ
ットオフ周波数の切り換えを連動させることができ、減衰すべき周波数帯を効果的に減衰
できる。
【００４６】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、減衰手段はさらに定ｋ型ハイパスフィ
ルタを有し、第一のトラップ手段と第二のトラップ手段との間にこの定Ｋ型のハイパスフ
ィルタを設けたので、減衰量を一層大きくすることができる
。
【００４７】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、第一のトラップ手段の第一のトラップ
周波数を６０ＭＨｚ～７５ＭＨｚに設定し、第二のトラップ周波数を４０ＭＨｚ～５０Ｍ
Ｈｚに設定し、また、第二のトラップ手段の第三のトラップ周波数を７０ＭＨｚ～７５Ｍ
Ｈｚに設定し、第四のトラップ周波数を１５ＭＨｚから３５ＭＨｚに設定したので、日本
仕様に基づくテレビジョン信号とＦＭ放送信号との受信に対して妨害となる信号を効果的
に減衰できる。
【００４８】
また、本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナは、第二のスイッチダイオ－ドが非導通状
態に切り換えられたときは、第二のスイッチダイオ－ドに逆バイアス電圧を印加したので
、第二のスイッチダイオ－ドの両端子間の残留容量値が固定され、第二のトラップ手段の
第一のトラップ周波数のバラツキ少なくなるのでテレビジョン信号の受信時にＦＭ放送信
号から大きな妨害を受けることがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部の構成を示す回路図である
。
【図２】本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部におけるテレビジョン信号
の受信時の選択度特性図である。
【図３】本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部におけるＦＭ放送信号の受
信時の選択度特性図である。
【図４】本発明のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部における減衰手段の他の回
路図である。
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【図５】従来のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部の構成を示す回路図である。
【図６】従来のテレビジョン信号受信チュ－ナの入力回路部におけるテレビジョン信号の
受信時の選択度特性図である。
【符号の説明】
１　入力端子
２　ＶＨＦ高周波増幅回路
３　誘導Ｍ型ハイパスフィルタ
４　定Ｋ型ハイパスフィルタ
５　ＦＭトラップ回路（第二のトラップ手段）
６　ＶＨＦ入力同調回路
７　減衰手段
８　第一のインダクタ
９、２０　並列共振回路
１０　第一のコンデンサ
１１　第二のコンデンサ
１２、４７　　第一の容量手段
１３　　第一のスイッチダイオ－ド
１４　　シャントインダクタ
１５　第一のトラップ手段
１６、２５、３６、３８、４０、４２　　抵抗
１７　　ＦＭ切り換え端子
１８　　直列コンデンサ
１９　　第二のインダクタ
２１　第三のコンデンサ
２２　　第四のコンデンサ
２３、５０　　第二の容量手段
２４　　第二のスイッチダイオ－ド
２６、２７、２８、２９　同調インダクタ
３０　バラクタダイオ－ド
３１　直流阻止コンデンサ
３２　　結合インダクタ
３３　　結合容量
３４　　第三のスイッチダイオ－ド
３５　　第四のスイッチダイオ－ド
３７　ハイバンド切り換え端子
３９　ロ－バンド切り換え端子
４１　同調電圧端子
４５　第五のコンデンサ
４６　第六のコンデンサ
４８　　第七のコンデンサ
４９　第八のコンデンサ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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